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クルド火山緊急砂防事業 ジェネベラン川緊急治水事業

■借款概要

■事業概要

砂防施設（砂防ダム等）を建設し、もってクルド火

山噴火による火山砕屑物が降雨により侵食されて発生

する2次ラハール（火山泥流）の被害を軽減するもの。

■評価結果

本事業の実施機関は事業効果を定量的に測定するデ

ータを保有していなかったが、本事業の効果を受益者

インタビュー結果（対象100世帯）から見ると、事業

完成前は9割の世帯が、「家族の死亡・重症」、「家屋の

損失・損壊」等の被害を受けていたのが、完成後には

そういった被害は解消され、「大雨の時は危険を感じ

る」等の意識はほぼ解消されている事がわかる。本事

業に対する総合的満足度については、約9割が「満足」

と回答した。また、砂防施設と併せて建設された河川

横断道路や小水力発電システムも地域コミュニティー

の生活利便性向上に効果をもたらしている。

本施設の維持管理に関しては、特に1997年の通貨危

機以降は予算不足により適切な維持管理活動の実施が

困難となっており、砂防施設の損傷・劣化が進行して

いる。本事業の全般に亙る効果持続のためには同国政

府の自助努力が必要とされるが、施設の修復や補修後

の持続性確保に関し援助効果促進調査（SAPS）を通

じて今後の対応策の策定につき支援を行っている。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

3,246百万円/3,235百万円

1991年9月

金利2.6%、返済30年（据置10年）

1997年10月

事業地域内の砂防施設

インドネシア

クルド火山緊急砂防事業

■借款概要

■事業概要

南スラウェシ州を流れるジェネベラン川について10

年確率洪水に対応する河川改修工事、州都マカッサル

市内の排水施設については5年確率洪水に対応する市

内排水系統の改良を行うことによりマカッサル市を含

む流域面積60.5km2を洪水被害から守ろうとするもの。

■評価結果

洪水被害を軽減できたかを評価するために最大洪水

流量・最高洪水水位等、治水事業の定量的効果に係る

データの経年的収集を試みたものの整理された情報が

入手できなかった。そこで、対象地域住民100世帯に

ついて質問票調査を実施した結果、生命や基本的財産

の喪失という深刻な被害が軽減され、本事業は洪水軽

減効果を発揮していると評価されている。

河川の堤防・護岸等は良好な状態にあり、特段の問

題はない。一方、幹線排水路では汚泥・塵芥が堆積し

ており、水路の流下能力低下等の恐れがある。本事業

による効果の持続性を確保するためには、マカッサル

市当局の主導のもと、公共清掃システムや住民参加

（ゴミ捨て防止キャンペーン等）を含む多用な改善施

策を体系的に検討する必要がある。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

5,381百万円/5,033百万円

1985年2月

金利3.5%、返済30年（据置10年）

1993年12月

ジョンガヤ排水路

インドネシア

ジェネベラン川緊急治水事業


